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大
住
・
普
賢
寺
児
童
館
は
、
親
子
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
家
庭
で
も
で
き
る

ふ
れ
あ
い
遊
び
を
、
親
子
一
緒
に
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

期
間
＝
４
月
１５
日
㈫
～
７
月
４
日
㈮

曜
日
・
場
所
・
対
象
＝
下
表
の
と
お
り

定
員
＝
各
回
２０
人

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信
用
に
参

加
希
望
ク
ラ
ス
・
住
所
・
親
子
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
子
ど
も
の
性
別
と
生
年
月
日
・
電

話
番
号
を
、返
信
用
に
住
所
・
氏
名
を
書
い
て
、

希
望
す
る
児
童
館
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

初
め
て
参
加
す
る
人
は
「
初
め
て
参
加
」

と
書
い
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
か
の
児
童
館

で
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
「
初
め
て
参

加
」
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
両
児
童
館
へ
重
複

し
て
申
し
込
ん
だ
場
合
は
無
効
で
す
。

多
数
の
場
合
は
、
初
め
て
参
加
の
人
を
優

先
し
、
２
月
１９
日
㈬
午
後
１
時
３０
分
か
ら
抽

選
し
ま
す
。

し
め
き
り
＝
２
月
１５
日
㈯
（
当
日
消
印
有

効
）申

込
・
問
合
せ
先
＝
▼
大
住
児
童
館
（
〒

６
１
０
・
０
３
４
３
京
田
辺
市
大
住
内
山
７
、

☎
６８
・
２
２
２
５
）
▼
普
賢
寺
児
童
館
（
〒

６
１
０
・
０
３
２
３
京
田
辺
市
水
取
門
田
６
・

３
、
☎
６５
・
０
１
５
３
）

今月は、和風の煮物「大
根の薄くず煮」です。片栗
粉でとろみをつけるので、
冷めにくく体がぽかぽか温
まります。

◆作り方
①大根は 1.5cm 角に切る。
にんじんと生しいたけは大根
より小さい角切りにする。
②鍋でだし汁を温め、❶を
入れて煮立ったら、中火にし
て 5 ～ 6 分待ち、塩・みり
んを入れる。
③鶏ひき肉をほぐして加
え、あくを取りながら野菜が
柔らかくなるまで煮る。おろ
ししょうが・グリーンピース
を加え、水溶き片栗粉でとろ
みをつける。
【問合せ先】
健康推進課（☎ 64-1335）

けいはんな学研都市活性化促進協
議会は、赤ちゃんについてのプチ
フォーラムを開きます。専門家が赤
ちゃんの不思議を解説。妊娠・授乳
期向けのレシピも紹介します。
日時＝ 3 月 1 日㈯午後 4 時～ 6
時 30 分（受け付けは午後 3 時 30
分から）
場所＝けいはんなプラザ（精華町）
内容＝▼赤ちゃん研究の紹介▼
ディスカッション▼ビュッフェ形式
の食事をしながら妊娠・授乳期の食
事についての講演・レシピ紹介など
出演者（敬称略）＝日本赤ちゃん
学会理事長・同志社大学赤ちゃん学
研究センター教授の小西行郎、同セ
ンター特任准教授の松田佳尚、同セ

ンター日本学術振興会特別研究員の
嶋田容子、同センター共同研究員学
研都市病院小児科医師の渡部基信、
同センター赤ちゃん学コーディネー
ターの小野恭子
定員＝ 80 人
多数の場合は抽選します。
参加費（食事代）＝ 1人 1,000 円。
未就学児は 1人 500 円
申込方法＝℻か電子メールで、参
加者全員の氏名（ふりがな）・性別・
年齢・食事の有無（未就学児のみ）・
代表者の住所・電話番号・℻を連絡
してください
℻はA4 用紙（縦）で送信し、電
子メールは件名を「けいはんな赤
ちゃん学プチフォーラム参加申込」
としてください。
しめきり＝ 2月 19 日㈬（必着）
申込・問合せ先＝けいはんな学
研都市活性化促進協議会（☎ 95-
5034、℻ 98-2205、メールアドレス
akachan@ml.keihanna-plaza.co.jp）

市は、市民ふれあいロビーコンサートの出演者を募集しま
す。あなたの素晴らしい音楽で、お昼のひとときを彩りませ
んか。
日にち＝ 6月～平成 27 年 3 月の市役所開庁日（計 6回を

予定。木曜日を除く）。出演日は相談して決定します
時間＝午後 0時 20 分～ 0時 50 分
場所＝市役所 2階市民ロビー
応募資格＝市内を中心に音楽活動をする個人・グループ
発表内容＝音楽に限ります
次のような発表はできません▼カラオケ▼窓口業務に支障
となる音楽▼宗教・政治活動、営利目的の
音楽
応募方法＝企画調整室か市ホームページ
にある申込書を持参・郵送・℻・電子メー
ルで提出してください
しめきり＝ 3月 28 日㈮（必着）
応募・問合せ先＝企画調整室（〒 610-0393

〈住所不要〉、☎ 64-1310、℻ 62-3830、メー
ルアドレス kikaku@kyotanabe.jp）

市は、岡村・飯岡・宮ノ口地区にある
市民農園の利用登録者を受け付けます。
市民農園は、地域の農家組合が管理・
運営し、休憩所・給水施設なども整備さ
れています。地域との交流を深めながら、
野菜を育ててみませんか。
利用開始日＝ 4月 1日㈫
区画面積・料金など＝右表のとおり。
1世帯につき１区画まで

登録方法＝往復はがきに希望する農園
（複数希望可）・住所・氏名・年齢・電話
番号を書いて、郵送してください
利用登録希望者が多数の場合は公開抽
選で登録順を決定し、空きに応じて利用
の案内をします。
しめきり＝ 2月 14 日㈮（必着）
申込・問合せ先＝農政課（☎64-1362）

京
田
辺
市
青
少
年
問
題
連
絡
協
議
会
は
、

子
ど
も
た
ち
が
抱
え
る
問
題
や
生
き
る
希
望

に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
き
ま
す
。
今
、
子

ど
も
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
大
人
が
彼

ら
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
に
ち
＝
２
月
１６
日
㈰

時
間
＝
午
後
１
時
３０
分
か
ら
（
受
け
付
け

は
午
後
１
時
か
ら
）

場
所
＝
中
央
公
民
館

テ
ー
マ
＝
明
日
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
今
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

講
師
＝
花
園
大
学
・
関
西
大
学
客
員
教
授

の
水
谷
修
さ
ん

長
く
高
校
の
指
導
教
員
と
し
て
勤
務
し
、

深
夜
の
繁
華
街
の
巡
回
を
続
け
た
こ
と
か
ら

「
夜
回
り
先
生
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
も
子
ど

も
た
ち
の
非
行
防
止
と
更
生
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

申
し
込
み
＝
不
要

保
育（
１
歳
～
就
学
前
）を
希
望
す
る
人
は
、

２
月
５
日
㈬
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進

課
（
☎
６４
・
１
３
９
４
）

同志社女子大学の音楽学科オペラクラス
は、卒業公演でオペラ「フィガロの結婚」を
発表します。
今年は、原語であるイタリア語での上演に
挑戦。これまで日本語の舞台を観賞していた
人も、ひと味違う雰囲気が楽しめます。
字幕があるので、イタリア語が分からなく
ても安心です。
日にち＝ 2月 22 日㈯
時間＝午後2時から（開場は午後1時30分）
場所＝同志社女子大学京田辺キャンパス新
島記念講堂
演目＝フィガロの結婚（モーツァルト〈全
4幕・イタリア語上演・字幕付き〉）

定員＝ 800 人
費用＝無料
申し込み＝不要
駐車場はありませんので、公共交通機関で
お越しください。
問合せ先＝同志社女子大学学芸学部・文学
研究科事務室（音楽学科）（☎ 65-8501）

４
年
間
の
集
大
成
と
も
い
え
る
卒
業
公
演

全
国
大
学
ま
ち
づ
く

り
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

京
田
辺
実
行
委
員
会
は
、

３
月
２
日
㈰
～
４
日
㈫

に
開
く
「
第
８
回
全
国

大
学
ま
ち
づ
く
り
政
策

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
京
田
辺
」

で
、
学
生
が
行
う
市
の

ま
ち
づ
く
り
の
調
査
・

研
究
を
手
伝
う
市
民
サ

ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。同

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

全
国
の
大
学
生
・
大
学
院
生
が
本
市
に
集
い
、市
内
で
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
議
論
し
、
３
月
４
日
㈫
に
同
志
社
大
学

京
田
辺
校
地
ロ
ー
ム
記
念
館
で
自
分
た
ち
が
考
え
た
政
策
を
提

言
し
ま
す
。

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
２
月
１４
日
㈮
午
後
５
時

申
込
・
問
合
せ
先
＝
全
国
大
学
ま
ち
づ
く
り
政
策
フ
ォ
ー
ラ

ム
in
京
田
辺
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
民
参
画
課
内
、
☎
６４
・

１
３
１
４
）

議論した政策を発表する大学生（昨年の様子）

竹墨入れ写真

二月堂竹送り

お
水
取
り
で
燃
や
さ
れ
る
籠

松
明
に
は
、
普
賢
寺
地
区
で
掘

り
起
こ
し
た
竹
も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。「
竹
送
り
」
は
、
毎
年

２
月
１１
日
の
早
朝
、
普
賢
寺
地

区
か
ら
竹
を
掘
り
起
こ
し
、
大

御
堂
観
音
寺
で
奈
良
ま
で
の
道

中
安
全
祈
願
を
し
た
後
、
参
加

者
が
肩
で
担
ぎ
運
ぶ
行
事
で

す
。

戦
争
や
災
害
の
影
響
で
一
時

期
途
絶
え
ま
し
た
が
、
山
城
松

明
講
社
の
講
社
長
で
あ
る
松
村

茂
さ
ん
と
地
域
の
人
た
ち
に
よ

り
、
昭
和
５３
年
に
復
活
。
今
年

で
３７
回
目
を
迎
え
ま
す
。

「
竹
送
り
の
復
活
は
文
献
を

参
考
に
手
探
り
で
進
め
、
と
て

も
難
し
か
っ
た
」
と
当
時
を
振

り
返
る
松
村
さ
ん
。

回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、
東

大
寺
の
関
係
者
や
参
加
す
る
人

た
ち
を
ね
ぎ
ら
う
炊
き
出
し
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
と

の
つ
な
が
り
が
増
え
、
今
で
は

５
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が

集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
松
村
さ
ん
は
、「
お
水
取

り
を
支
え
る
竹
送
り
も
、
た
く

さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
続
い

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

今
年
は
、
同
志
社
大
学
京
田

辺
校
地
で
育
っ
た
竹
も
送
ら
れ

る
そ
う
で
す
。
伝
統
を
守
り
な

が
ら
つ
な
が
り
を
広
げ
て
い
く

竹
送
り
が
、
末
永
く
続
い
て
い

け
ば
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日にち＝ 2月 11 日㈷
時間＝▼竹の掘り起こし…午前
7 時 45 分集合（受け付けは 7 時
30 分から）▼道中安全祈願…午
前 9時
場所＝大御堂観音寺
問合せ先＝山城松明講社・桐山

（☎ 62-3690）

火の粉を散らすお水取り
毎
年
３
月
、
奈
良
の
東
大
寺
二
月
堂
で
は
、
春
を
告
げ

る
伝
統
行
事
「
修
二
会
（
し
ゅ
に
え
）」
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
井
戸
か
ら
水
を
汲
み
上
げ
観
音
さ
ま
に
供
え
る
こ
と
か

ら
「
お
水
取
り
」
と
呼
ば
れ
、
夜
道
を
照
ら
す
籠
松
明
（
か

ご
た
い
ま
つ
）
の
火
の
粉
が
、
お
堂
か
ら
舞
い
落
ち
る
勇
壮

な
景
色
で
有
名
で
す
（
＝
写
真
㊧
）。

今
回
、私
た
ち
同
志
社
女
子
大
学
の
バ
ー
チ
ャ
ル
企
業「
京

た
な
」
は
、
お
水
取
り
で
使
わ
れ
る
籠
松
明
の
軸
と
な
る
真

竹
を
運
ぶ
、山
城
松
明
講
社
の「
竹
送
り
」を
取
材
し
ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝
秘
書
広
報
課
（
☎
６４
・
１
３
２
０
）

山城松明講社提供

山城松明講社提供

講社長の松村茂さん

根を付けたままの真竹を肩に担ぎ運びます


	_GoBack
	_GoBack
	_GoBack
	_GoBack

